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JOCジュニアオリンピックカップが9月8日から10日まで長瀞

射撃場（埼玉県）で開催されました。

エアピストル種目に出場した上田さんが370点で優勝、本

大会2年連続の優勝を果たしました。

また、清水君は本選の序盤では点数

が振るいませんでしたが、後半得点を

盛り返し2位通過でファイナルに進出

しました。ファイナルでは、力みから思

うように10点がつつかず4位に終わり悔

しい結果となりました。

井浦さんは本選7位で全国大会の

エアライフル種目で初めてファイナル

に進出しました。また、その得点が日

本ライフル射撃協会の定める基準を

クリアし、ジュニア育成アスリートに指

定されました。

【ライフル射撃】
JOCジュニアオリンピックカップ

アジア水泳連盟主催の第9回アジアエージグループ選手

権大会が9月8日から11日までタシケント（ウズベキスタン）で

開催され伊藤君が出場しました。

伊藤君は3m飛板飛込で3位（502.70点）、1m飛板飛込でも

3位（421.30点）となり、

それぞれで銅メダルを

獲得しました。

また、高飛込でも5位

（362.80点）で入賞を果

たしました。

伊藤君は大会前の

怪我で万全なコンディ

ションではありませんで

したが、得意の飛板飛込は演技の高さやスピード感など本来

の良さが披露でき、メダルを獲得することができました。しか

し、高飛込では、入水技術の不足から高得点を揃えることが

できず、メダル獲得を逃しました。伊藤君は、今後はシニア

カテゴリーの大会に出場することになりますが、そこで上位に

食い込んでいくためには入水技術をさらに向上させることが

必要です。今大会では中国選手の演技を目の当たりにし、そ

の差を再認識することができた大会となりました。

【水泳/飛込】
アジアエージグループ選手権

世界カデットレスリング選手権大会が９月６日から９日までア

テネ（ギリシア）で開催され榊君、佐藤君、鏡さんが日本代

表として出場しました。会場となった「Centre Olympique de 

Lutte Ano Liossia」は2004年に開催されたアテネオリンピッ

クで同競技の会場となった施設です。

男子フリースタイル58㎏級の榊君は、１回戦から冷静に相

手の特徴を見ながらのスピードあるタックルが決まり準決勝に

進出しました。準決勝

は地元ギリシアの

PILIDIS選手との対戦

となりました。地元とい

うことで会場はPILIDIS

選手への応援一色で

したが、榊君は試合開

始直後から攻撃を加え、

テクニカルフォール勝ちで勝利を収めました。決勝では、

BAYRAMOV選手（アゼルバイジャン）の最後の反撃を１ポイ

ントに抑えて3対1で優勝を果たしました。男子フリースタイル

での日本選手の優勝は、乙黒君（JOCエリートアカデミー平

成28年度修了生）についで３人目となります。

同69kg級に出場した佐藤君は、2回戦からの出場となりまし

たが、国際大会初出場の緊張からか思うようにタックルが決

まらず、IBRAGIMOV選手（アゼルバイジャン）にテクニカル

フォール負けを喫しました。しかし、IBRAGIMOV選手が決勝

に進出したことから、敗者復活戦への出場権を得て、1回戦

でKHRAB選手（ウクライナ）にフォール勝ちし、3位決定戦に

進出しました。3位決定戦ではNOKHOLARIM選手（イラン）

を相手に善戦しましたが、2対5で破れ5位となりました。

女子フリースタイル70kg級の鏡さんは、2回戦からの出場と

なりました。鏡さんは圧

倒的なスピードとパ

ワーで初戦から決勝の

全ての試合をテクニカ

ルフォールで勝利し、

初優勝を果たしました。

３人の活躍もあり、日

本選手団の団体戦は、

女子の部で昨年に続き団体優勝、男子の部では５位となりま

した。

【レスリング】
世界カデットレスリング選手権

【優勝した榊君（右）
日本レスリング協会HPより】

【伊藤君（上段右）
（日本水泳連盟HPより）】

【優勝した鏡さん（右）
日本レスリング協会HPより】 【優勝した上田さん】
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高校3年生・中学3年生の進路開拓に向け、これまでの活動

を振り返りながら、自分の将来を考えることや、それに向けて

必要な面接や小論文等の指導を通じてスキルアップを図ると

共にJOCエリートアカデミーへの帰属を高めることを目的とした

キャリア教育が9月から始まりました。

内容は次のとおりです。

１．全体指導（ガイダンス）

▼研修の目的等を説明する。

▼進路希望等を確認し、スケジュールを検討する。

▼高校・大学入学試験や就職採用試験に必要な書類等を

確認する。

２．個人指導

▼個人の進路やスケジュールに合わせて、個別の面接・小

論文・書類作成等の指導を行う。

8月下旬にパリで開催された2017年世界レスリング選手権

大会で須﨑さんがJOCエリートアカデミー在籍生として初めて

優勝し、世界チャンピオンになりました。また、世界ジュニアレ

スリング選手権大会では南條さん、世界カデット選手権大会

では鏡さんが優勝し、国際レスリング連盟が主催する3つの世

界選手権大会で優勝を果たしました。

須﨑さん、南條さん、鏡さんの3名を指導している吉村祥子

コーチから、現在に至るまでのことも含めてお話を聞きました。

「JOCエリートアカデミー10年目を迎え」

2008年に開校して今年で10年目となりました。レスリング競技

から毎年のカデット・ジュニア世界選手権大会や過去2大会の

ユースオリンピックにおいて、多くの金メダリストを誕生させること

ができたことは大きな成果として考えられます。また、アカデミー

事業開始が、全国のジュニア育成を活発化させたことも成果と

言えると思います。

そして、この10年の節目に、在校生から大会最年少のシニア世

界チャンピオンが誕生したことは大変喜ばしい成果となりました。

須﨑優衣のシニア世界選手権大会優勝は、この10年間に

JOC、NFを始め携わっていただきました全ての方々が積み上げ

たノウハウと、常に全力で頑張ってくれた選手たちの努力が財

産となって今の運営と強化体制が作られたことにより、達成され

たと思っております。大変感謝しております。

また、私自身、コーチを開校時から務めさせていただき10年目

になりました。当初を振り返ると試行錯誤の連続でした。施設は

申し分なく充実しておりましたが、将来有望と言いながらも若干

12歳の幼い選手たちを生活からお預かりして世界トップ選手に

育てることは想像以上に大変でした。世界で勝つためのレスリン

グ指導のみならず、生活力・学力・自主性・協調性など「人」を

育てなければならないこと痛感し、毎日泊まり込みの生活が始ま

りました。そして、年が経つごとに、人が育ち、チームが育ち、競

技者が育ち、現在に至っていると思います。

これからもこのアカデミーで「人間力のある、世界で活躍する

選手」を育てていきたいと思います。そして、選手たちが卒業後

もこのアカデミーで学んだことを財産として一層の強化を図り、

2020年東京オリンピックの多くの場面で活躍すること、さらには

オリンピック金メダリストが誕生することを心から願っております。

レスリング競技コーチ

吉村 祥子

※JOCエリートアカデミーとしては平成27年度修了生の向田真

優（至学館大学）が2016年に世界レスリング選手権（女子55㎏

級）で優勝しています。

キャリア教育

【レスリング】
吉村祥子コーチの言葉

11月にイタリアで開催される世界ジュニア卓球選手権大会の

日本代表選考会が9月15日から17日まで旭市総合体育館（千葉

県）で開催され、宇田君、長﨑さん、木原さんの3名が出場しまし

た。

この大会は男女とも12名が出場し、はじめの2日間でA・Bの2グ

ループに分かれてリーグ戦を行ない、各グループ上位２名が最終

日にトーナメント形式で争い、その優勝者が日本代表となります。

3名はそれぞれ順当にリーグを勝ち上がり、決勝トーナメントに

進出しました。女子では木原が決勝トーナメントで優勝し、世界

ジュニアの切符を手にすることができました。体調が万全とは言

えない中で、しっかりと結果を残すことができたのは大きな成果と

言えます。

【卓球】
世界ジュニア日本代表選考会
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